
 

  
チェック項目 はい 

どちらと

もいえな

い 
いいえ 

わからな

い 改善目標・工夫している点 

環

境

・

体

制

整

備 

① 
子どもの活動等のスペース

が十分に確保されているか 
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② 
職員の配置数や専門性は適

切であるか 

 

 

 

 

29 

 

 

 

 

 

2 

  

 

 

 

2 

東京都の基準よりも多い職員を配置し、お子様

方の安全第一で運営しております。職員は保育

士・心理士・看護師・社会福祉士等で、多様性

のあるチームとしてトータルな発達支援を目指

しております。 

また、大学教員の研究チーム（発達心理・言語

療法・作業療法・理学療法）に SV を受けなが

ら、今後もお子様の発達理解と支援技術の向上

に努めて参ります。なお、研究チームやその他

の研修による療育全般の SVの内容につきまし

て保護者の皆様にお伝えする機会はございませ

んが、特定のお子様についての SV を受ける際

にはあらかじめ保護者様へのご説明とその後の

フィードバックを行っております。ご不明な点

等ございましたら、ご遠慮なくお尋ねくださ

い。 

③ 

 

生活空間は、本人にわかり

やすい構造化された環 境
（ⅰ）

に

なっているか。また、障害

の特性に応じ、事業所の設

備等は、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切

になされているか 

 

 

30 

 

 

1 

  

 

2 

限られたスペースと設備のため、ご不便をおか

けしております。季節によっては西日が強かっ

たりするので、療育に影響する場合は部屋を変

えたり、部屋の使い方を工夫したりして対応し

ております。 

エレベーターにつきましては、インターホンに

てお知らせいただければ利用可能ですので、ど

うぞお申し出ください。 

④ 

生活空間は、清潔で、心地

よく過ごせる環境になってい

るか。また、子ども達の活動

に合わせた空間となっている

か 

 

29 

 

4 

  室内は全て毎日療育スタッフが清掃しておりま

すが、至らないこともあるかと思います。お気

づきのことなどございましたら随時お聞かせい

ただければと思います。 

 

 
⑤ 

 

子どもと保護者の二一ズや

課題が客観的に分析された

上で、児童発達支援計 画
（ⅱ）

が

作成されているか 

 

32 

   

1 

 

 

 

 

別紙 2 

児童発達支援評価表 



 

適
切
な
支
援
の
提
供 ⑥ 

 

 

児童発達支援計画には、児

童発達支援ガイドラインの

「児童発達支援の提供すべ

き支援」の「発達支援(本人

支援及び移行支援)」、「家族

支援」、「地域支援」で示す

支援内容から子どもの支援

に必要な項目が適切に選択

され、その上で、具体的な

支援内容が設定されている

か 

 

 

 

 

31 

 

 

 

 

1 

  

 

 

 

1 

SmileOnでは、厚労省から出されております

「児童発達支援ガイドライン」にのっとって

「個別支援計画書」を作成し、それに基づいた

療育を提供しております。また、計画書更新時

に行っております保護者様との面談で、ご家族

様のご意向やご希望を出来る限り計画書に反映

させるよう心掛けております。「家族支援」「地

域支援」につきまして「個別支援計画書」への

記載がない場合でも、保護者様からのご要望や

必要性に応じてご家族への支援を進めており、

他事業所や他園とのケース会議や情報共有、障

害福祉課や医療機関との随時行っております。

これによって、保護者様がこの地域で安心して

子育てができるよう出来る限りの支援をしてい

く所存です。 

⑦ 児童発達支援計画に沿った支

援が行われているか 
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⑧ 活動プログラム
（ⅲ）

が固定化し

ないよう工夫されているか 

 

 

 

31 

 

 

 

2 

  プログラムは継続課題を中心に組み立てます

が、お子様が興味をもって取り組めるよう新し

いプログラムを導入したり、継続課題のバリエ

ーションを変えたりする等、スタッフ一同日々

工夫しております。また夏休みの特別プログラ

ムや外出プログラム等の試みも行っておりま

す。集団療育の内容につきましては月末に参観

週間を設定して大きな画面でご覧いただいてい

ますが、普段はいつでもモニター（タブレッ

ト）にてご覧いただくことが可能です。 

⑨ 

 

 

保育所や認定こども園、幼稚

園等との交流や、障害のな

い子どもと活動する機会が

あるか 

 

 

15 

 

 

4 

 

 

4 

 

 

11 

矢の口幼稚園の園庭を使う外出プログラムを取

り入れており、園児に交じって遊ぶ機会を設け

ております。共通の活動を行うプログラムでは

ありませんが、園児の真似をして遊具にチャレ

ンジしたり、園児の様子をじっと観察したりし

て刺激を受けている様子が見られます。共通の

プログラムを取り入れることも現在検討してい

るところです。 

保

護

者

へ

の

説

明

等 

⑩ 
運営規程、利用者負担等に

ついて丁寧な説明がなされ

たか 

 

32 

 

1 

   

 

 

⑪ 

児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供す

べき支援」のねらい及び支

援内容と、これに基づき作

成された「児童発達支援計

画」を示しながら、支援内

容の説明がなされたか 

 

 

31 

 

 

1 

  

 

1 

SmileOnの個別支援計画書および支援の内容に

つきましては、厚労省の「児童発達支援ガイド

ライン」に基づいて作成されています。ガイド

ラインにつきましては待合室に常設しておりま

す他、厚労省 HPでもご覧いただけますので、

お時間のある時にお目通しいただければと思い

ます。ご質問などございましたらご遠慮なくお

尋ねください。 



 

⑫ 

保護者に対して家族支援プロ

グラム(ペアレントトレーニ

ング
（ⅳ）

等)が行われているか 

 

20 

 

8 

 

2 

 

3 

現在は個別面談にてご家族のご相談やお話を伺

う形での支援を行っております。今後プログラ

ム（ペアレントトレーニング等）として継続的

に行っていけるよう計画しております。 

⑬ 

日頃から子どもの状況を保

護者と伝え合い、子どもの

健康や発達の状況、課題に

ついて共通理解ができてい

るか 

 

31 

 

2 

   

⑭ 定期的に、保護者に対して面

談や、育児に関する助言等の

支援が行われているか 

31 2    

 



 

⑮ 

父母の会の活動の支援や、保

護者会等の開催等により保護

者同士の連携が支援されてい

るか 

 

 

13 

 

 

 

7 

 

 

4 

 

 

8 

今年度は就学説明会を開催し、ご一緒に参加い

ただいた保護者様の交流の場としてもご利用い

ただきました。また、昨年度末に開催しました

親子参加型のイベントを、今年度末にも開催す

る予定です。その他、毎月末の集団療育参観週

間は、保護者様同士の交流も目的の一つとして

設けておりますので、多くの保護者様のご来所

をお待ちしております。 

 

⑯ 

 

子どもや保護者からの相談や

申入れについて、対応の体制

が整備されているとともに、

子どもや保護者に周知・説明

され、相談や申入れをした際

に迅速かつ適切に対応されて

いるか 

 

 

30 

 

 

1 

 

 

 

 

2 

お子様や保護者様のお困りごとやご相談へは、

最優先に対応することを心掛けております。限

られた時間で必ずしもご希望の日時や時間帯に

実施できないこともございますが、出来る限り

ご希望に沿うよう対応いたしますので、どうぞ

ご遠慮なくお申し出ください。尚、営業時間外

や休業日につきましてはメールにてご連絡いた

だければ、最短でのご対応ができますのでご利

用ください。 

 

 

⑰ 
子どもや保護者との意思の疎

通や情報伝達のための配慮が

なされているか 

 

33 

    

 

 

 

 

 

⑱ 

 

 

 

定期的に会報やホームページ

等で、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報や業務に関

する自己評価の結果を子ども

や保護者に対して発信されて

いるか 

 

 

 

26 

 

 

 

4 

 

 

 

1 

 

 

 

2 

1～2カ月に 1度の「SmileOn通信」の発行と、

集団療育後の「キッズリー」の配信で、療育の

ご様子や行事のお知らせ等を随時行っておりま

す。療育終了後の時間に作成等を行っているた

め、更新が間に合わなかったり遅れてしまった

りしてご不便をおかけしておりますことお詫び

申し上げます。今後は HPの方も充実を図り、

SmileOnの現在が伝わるような工夫をして参りた

いと思います。尚、年間行事予定通りの実施が

出来ずにご迷惑をおかけしております。変更点

につきましては「SmileOn通信」の方でお知らせ

して参りますので、そちらをご参考にしていた

だければと思います。 

 

⑲ 
個人情報の取扱いに十分注意

されているか 

 

 

 

30 

 

 

 

2 

  

 

 

1 

 

閉所時の施錠とセコムによって、まずは事業所

内への外部侵入者を防いでいます。個別ファイ

ル等、個人情報に関する書類は鍵付きの棚に収

納し、不要の書類は都度シュレッダーにかけて

います。PC内の個人情報には PWをかけ、PW

の管理にも最新の注意を払っております。 



非

常

時

等

の

対

応 

 

 

 

⑳ 

 

 

緊急時対応マニュアル、防犯

マ二ュアル、感染症対応マニ

ュアル等を策定し、保護者に

周知・説明されているか。ま

た、発生を想定した訓練が実

施されているか 

 

 

 

27 

 

 

 

2 

 

  

 

 

4 

各種マニュアルにつきましては、待合室に常設

しておりますので、お時間のございます時にお

目通しいただければと思います。インフルエン

ザ等の感染症対応につきましては、契約時にご

説明した上で、治癒証明書の提出など保護者様

にご協力いただいております。また、衛生管理

や感染症に関するスタッフ勉強会を開催し、送

迎者の安全のために「チャイルドシートの装着

および乗車時の安全に関する講習会」を、講師

を招いてスタッフ全員で受講しております。 

㉑ 非常災害の発生に備え、定期的

に避難、救出、その他必要な訓

練が行われているか 

24 2  7 昨年度同様、今年度も消防署の指導の下で地震

と火事を想定した避難訓練を、子どもたちと一

緒に行いました。 

満

足

度 

㉒ 
子どもは通所を楽しみにしている

か 

 

 

 

32 

 

 

 

1 

  多くのお子様方に楽しみに通っていただき、ま

た保護者様に温かく応援していただき、スタッ

フ一同大変うれしく思っております。 

お子様方にとって療育は楽しいばかりでなく、

課題や集団行動への取り組みの過程で我慢や努

力が必要です。それでも先生やお友だちと会え

ることを楽しみに来ていただけるように、常に

自己分析と反省、試行錯誤と改善を積み重ねて

行きたいと思っております。 

㉓ 

事業所の支援に満足しているか 

31 

 

1 1  保護者様やご家族の伴走者として、地域のつな

ぎ目としての役割を果たせるように、スタッフ

一同これからも誠心誠意努力してまいります。 

(注釈) 

i「本人にわかりやすく構造化された環境」は、この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、

子ども本人にわかりやすくすることです。 

 「児童発達支援」は、児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日

常生活全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させる

ための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のことです。これは、児童

発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支援管理責任者が作成します。 

ⅲ「活動プログラム」は、事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のことです。子ど

もの障害の特性や課題等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されています。 

ⅳ「ペアレント・トレー二ング」は、保護者が子どもの行動を観察して障害の特性を理解したり、障害の特性を踏

まえた褒め方等を学ぶことにより、子どもが適切な行動を獲得することを目標とします。 

 

(保護者等の皆様へ) 

〇この児童発達支援評価表は、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所を利用しているお子さんの保護者等

の方に、事業所の評価をしていただくものです。 

「はい」、「どちらともいえない」、「いいえ」、「わからない」のいすれかに「〇」を記入していただくととも

に、「ご意見」についてもご記入ください。 
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